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家庭，地域との連携：４つの「あ」（あいさつ あんぜん ありがとう あとしまつ）

◇◇ 学校における働き方改革！！ ◇◇

校長 髙橋 浩之
今年のカレンダーも最後の一枚となりました。コロナ禍でたく

さんの学校行事や催し等が中止，延期になったり，新しい生活様
式を強いられたりした１年が幕を閉じようとしています。来年は，
子供たちや皆様にとって安全安心な１年になることを心から願っ
ています。
さて，今，社会全体で働き方改革が進められていますが，学校

の働き方改革は特に待ったなしの状況です。文部科学大臣は学校
における働き方改革の目指す理念について次のように述べていま
す。
『“子供のためであればどんな長時間勤務も良しとする”とい

う働き方は，教師という崇高な使命感から生まれるものであるが，その中で教師が疲弊し
ていくのであれば，それは“子供のため”にはならないものである。教師のこれまでの働
き方を見直し，教師が日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで，自らの人間性や個
性を高め，子供たちに対して効果的な教育活動を行うことができるようになるという，働
き方改革の目指す理念を関係者全員で共有しながら，それぞれがそれぞれの立場でできる
取組を直ちに実行することを強く期待します。』
学校現場の働き方改革が声高に叫ばれることに，私は「こんなに一生懸命子供たちのた

めに働いているのに，働き方が悪いから変えなさい。」と非難されているようで反発する
気持ちもありました。「すべて子供たちのために必要なことだから，手間をかけ，時間を
かけ，知恵を絞ってやってきたことなので，なかなか削ることはできないし，決められた
人員の中でやるしかない。そうであるならば，働く者一人一人が働きやすい働き方をする
ほうがよいのではないか。」という思いがありました。無理な改革はかえって負担を強い
られ，それこそ教育の質を落としかねないという心配もありました。しかし，目指す理念
にもあるように，長時間勤務の中で教職員が疲弊してしまうのは，確かに教育活動そのも
のが劣化し，子供たちのためにならない結果を招くことになるのは確かです。大切なのは，
子供たちのために教育の質を維持向上させることです。そのために，働き方改革が必要だ
ということになります。自らの働き方を見直し，無駄を省いたり，整理・省力化したり，
分担・協力したりして効率よく仕事をこなしていくことで，子供と向き合う時間を生み出
し，教育の質を確保していこうと考えています。

その取組の一つとして，保護者の皆様には本日文書でお知らせしましたように，「業務
時間外の電話対応（留守番電話の設置）について」市内小中学校で統一されました。地域
の皆様におかれましても，ご理解とご協力をいただけますようお願い申し上げます。

なお，運用開始日については，本校独自に設定させていただきました。
1) 運用開始日 令和２年１２月１６日（水）

※段階的に運用を進めますので，１２／２５（金）までは午後６時
まで電話での対応を受け付けます。

2) 対応内容について
以下の時間帯を目安として，自動応答メッセージによる応対となります。

・平日：小学校 午後５時１５分から翌勤務日午前７時４５分まで
・土，日，祝日等：終日，留守番電話応答となります。
・学校閉庁日，振替休業日，年末年始：終日，留守番電話応答となります。

3) その他
自動応答メッセージによる応対の設定時間帯に発生した児童の事件・事故・緊急事

案等については，警察署・消防署等，または八郷総合支所にご連絡ください。
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＊ ＊ 自分たちの地域をきれいに！！ ＊ ＊
１１月１７日（火）毎年恒例となっている地域クリーン作戦を行いました。今年は，コ

ロナの影響で今回が初めてとなりましたが，すがすがしい青空の下，縦割り班ごとに６つ
のコースに分かれて活動しました。子供たちは，自分たちの住む地域に目を向けながら通
学路のゴミ拾いを一生懸命に行うことができました。１時間ほどの短い時間でしたが，ビ
ニル袋や紙類，空き缶，ガラス瓶など分別をしながらたくさんのゴミを集めました。今回
の活動を通して，一人一人の気持ちの中に「この地域が好き」「この地域を大切にしたい」
そんな思いが芽生えてくれることを期待したいと思います。
なお，青少年を育てる石岡市民の会葦穂支部長 青木尚美 様も一緒に活動してくださ

いました。そして，子供たち一人一人に支部より参加賞（ノート）をいただきました。あ
りがとうございました。

□ □ ２学期末授業参観，学級懇談会 □ □
１１月２７日（金）２学期末ＰＴＡを実施しました。タブレットを使って考えをまとめ

たり，友達と協力して実験をしたり，まとめたことを発表したりとどの学級でも子供たち
が生き生きと活動する姿が見られました。同時に開催した学校評議員会では，評議員の皆
さんお一人お一人から子供たちの落ち着いた学習態度にお褒めの言葉をいただきました。
保護者の皆さんには，「いばらきアマビエちゃん」への登録やいくつかの制限へのご協力
をいただきありがとうございました。

○○ 読み聞かせスペシャル！その妙技に釘付け ○○
１２月８日（火）今年も読み聞かせボランティアの皆さんがスペシャルを開いてくださ

いました。例年，２月に行っていましたが，今年はコロナ禍のため少し早めの開催となり
ました。前日に夜遅くまで体育館で準備を進めてくださった皆さん，本当にありがとうご
ざいました。子供たちは，読み聞かせが大好きです。演技やたくさんの仕掛けをまじえた
楽しいお話に終始目を輝かせながら物語の世界に入り込んでいました。約１時間，一人一
人が宇宙での生
活や人間の違い
について理解し
たり，世界の環
境問題について
考えたりできた
とても大切な時
間となったよう
です。また，来
年の開催が楽し
みです。お世話
になりました。


